
  
 

一

 
 

 

解
散
命
令
の
請
求
等
に
係
る
宗
教
法
人
の
財
産
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案 

 

□
目
的
□ 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
□
近
年
の
宗
教
法
人
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
及
び
現
行
の
宗
教
法
人
制
度
の
下
で
は
解
散
命
令
の
請
求
等

に
係
る
宗
教
法
人
の
財
産
に
つ
い
て
そ
の
隠
匿
又
は
散
逸
の
お
そ
れ
へ
の
対
処
に
は
困
難
を
伴
う
場
合
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
□

当
該
宗
教
法
人
の
財
産
の
保
全
に
関
し
特
別
の
定
め
を
す
る
こ
と
に
よ
り
□
当
該
宗
教
法
人
に
よ
る
不
当
な
寄
附
の
勧
誘
を

受
け
た
者
等
に
係
る
被
害
の
回
復
に
資
し
□
も
□
て
消
費
者
の
利
益
の
擁
護
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
□ 

 

□
定
義
□ 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
□
宗
教
法
人
□
と
は
□
宗
教
法
人
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
□
第
四
条
第
二
項

に
規
定
す
る
宗
教
法
人
を
い
う
□ 

 

□
宗
教
法
人
の
財
産
に
関
す
る
保
全
処
分
□ 

第
三
条 

裁
判
所
は
□
宗
教
法
人
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
□
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
宗
教
団
体
の
目
的

を
著
し
く
逸
脱
し
た
行
為
を
し
た
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
□
附
則
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
□
□
に
該
当
す
る
事
由

が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
□
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
の
請
求
が
あ
□
た
場
合
又
は
裁
判
所
が
職
権



 

  
 

二

で
同
項
に
規
定
す
る
事
件
の
手
続
を
開
始
し
た
場
合
で
あ
□
て
□
当
該
裁
判
の
請
求
又
は
当
該
事
件
の
手
続
に
係
る
宗
教
法

人
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
□
所
轄
庁
□
同
法
第
五
条
に
規
定

す
る
所
轄
庁
を
い
う
□
□
□
利
害
関
係
人
若
し
く
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
□
そ
の
事
件
に
つ
き
決
定
が
あ
る

ま
で
の
間
□
当
該
宗
教
法
人
の
財
産
に
関
し
□
管
理
人
に
よ
る
管
理
を
命
ず
る
処
分
そ
の
他
の
必
要
な
保
全
処
分
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
□ 

 

一 

当
該
宗
教
法
人
に
よ
る
不
当
な
寄
附
の
勧
誘
そ
の
他
の
行
為
□
民
法
□
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
□
第
七
百
十

五
条
第
一
項
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
宗
教
法
人
が
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
べ
き
信
者
そ
の
他
の
関
係

者
に
よ
る
も
の
を
含
む
□
□
に
よ
□
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
に
係
る
訴
訟
□
示
談
の
交
渉
及
び
国
の
行
政
機
関
そ
の
他
の

関
係
機
関
に
対
す
る
相
談
に
係
る
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
□
当
該
行
為
に
よ
□
て
□
相
当
多
数
の
個
人
に
お
い
て
□

多
額
の
損
害
が
生
じ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
□ 

 

二 

当
該
宗
教
法
人
の
財
産
の
構
成
□
国
内
か
ら
国
外
へ
向
け
た
多
額
の
送
金
そ
の
他
の
当
該
財
産
の
第
三
者
へ
の
移
転
に

係
る
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
□
当
該
財
産
の
隠
匿
又
は
散
逸
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
□ 

 

□
会
社
法
の
準
用
□ 



  
 

三

第
四
条 

会
社
法
□
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
□
第
八
百
二
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
□
第
八
百
六
十
八
条
第
一

項
□
第
八
百
七
十
条
第
一
項
□
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
□
□
□
第
八
百
七
十
一
条
□
第
八
百
七
十
二
条
□
第
一
号
及
び

第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
□
□
□
第
八
百
七
十
三
条
□
第
八
百
七
十
四
条
□
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
□
□
□

第
八
百
七
十
五
条
□
第
八
百
七
十
六
条
及
び
第
九
百
五
条
か
ら
第
九
百
六
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
□
前
条
の
規
定
に
よ
る
保

全
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
同
法
第
八
百
二
十
五
条
第
二
項
中
□
管
理
命
令
を
□
と
あ
る
の
は
□
解

散
命
令
の
請
求
等
に
係
る
宗
教
法
人
の
財
産
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
□
以
下
□
特
別
措
置
法
□
と
い
う
□
□
第
三
条

の
管
理
人
に
よ
る
管
理
を
命
ず
る
処
分
□
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
□
管
理
命
令
□
と
い
う
□
□
を
□
と
□
同
条
第
三
項
中
□
法

務
大
臣
若
し
く
は
株
主
□
社
員
□
債
権
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
申
立
て
□
と
あ
る
の
は
□
所
轄
庁
□
特
別
措
置
法
第
三

条
に
規
定
す
る
所
轄
庁
を
い
う
□
第
九
百
六
条
第
四
項
□
第
九
百
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□

に
お
い
て
同
じ
□
□
□
利
害
関
係
人
若
し
く
は
検
察
官
の
請
求
□
と
□
同
法
第
八
百
七
十
二
条
第
一
号
及
び
第
九
百
五
条
中

□
第
八
百
二
十
五
条
第
一
項
□
第
八
百
二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□
□
と
あ
る
の
は
□
特
別
措

置
法
第
三
条
□
と
□
同
条
第
二
項
中
□
申
立
て
□
と
あ
る
の
は
□
請
求
□
と
□
同
法
第
九
百
六
条
第
四
項
□
同
法
第
九
百
六

条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□
中
□
法
務
大
臣
□
と
あ
る
の
は
□
所
轄
庁
又
は
検
察
官
□
と
読
み
替



 

  
 

四

え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
□
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
□
政
令
で
定
め
る
□ 

 

□
事
務
の
区
分
□ 

第
五
条 
第
三
条
並
び
に
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
九
百
六
条
第
四
項
□
同
法
第
九

百
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事

務
は
□
地
方
自
治
法
□
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
□
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と

す
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

□
施
行
期
日
□ 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
□
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 

□
こ
の
法
律
の
失
効
□ 

第
二
条 

こ
の
法
律
は
□
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
□
次
条
第
二
項
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て
□
施
行
日
□
と
い
う
□
□
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
に
□
そ
の
効
力
を
失
う
□
た
だ
し
□
同
日
前
に
命
ぜ
ら
れ
た
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
保
全
処

分
に
つ
い
て
は
□
こ
の
法
律
は
□
同
日
以
後
も
□
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
□ 



  
 

五

 
□
経
過
措
置
□ 

第
三
条 

こ
の
法
律
の
規
定
は
□
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
宗
教
法
人
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る

事
由
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
□
同
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
の
請
求
が
あ
□
た
場
合
又
は
裁
判
所
が
職
権
で
同
項
に
規
定

す
る
事
件
の
手
続
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
宗
教
法
人
の
財
産
の
保
全
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
□ 

２ 

施
行
日
か
ら
民
事
関
係
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
□
令
和
五
年
法
律
第
五
十
三
号
□
の
施
行
の
日
□
附
則
第
五
条
に
お
い
て
□
整
備
法
施
行
日
□
と
い
う
□
□
の
前
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
□
第
四
条
中
□
及
び
第
九
百
五
条
か
ら
第
九
百
六
条
の

二
ま
で
□
と
あ
る
の
は
□
□
第
九
百
五
条
及
び
第
九
百
六
条
□
と
□
同
条
中
□
第
九
百
六
条
第
四
項
□
第
九
百
六
条
の
二
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□
□
と
あ
り
□
並
び
に
同
条
及
び
第
五
条
中
□
第
九
百
六
条
第
四
項
□
同
法
第
九

百
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□
□
と
あ
る
の
は
□
第
九
百
六
条
第
四
項
□
と
す
る
□ 

 

□
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
□ 

第
四
条 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
□ 



 

  
 

六

 
 

    

□
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
□ 

第
五
条 

施
行
日
か
ら
整
備
法
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
別
表
第
一
解

散
命
令
の
請
求
等
に
係
る
宗
教
法
人
の
財
産
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
□
令
和
五
年
法
律
第 

 
 

号
□
の
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
□同
項
中□
第
九
百
六
条
第
四
項□
同
法
第
九
百
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□□

と
あ
る
の
は
□
□
第
九
百
六
条
第
四
項
□
と
す
る
□ 

 

解
散
命
令
の
請
求
等
に
係
る
宗
教
法
人

の
財
産
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法

□
令
和
五
年
法
律
第 

 
 

号
□ 

第
三
条
並
び
に
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
□
平
成
十
七
年
法
律

第
八
十
六
号
□
第
八
百
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
九
百
六
条
第
四
項
□
同

法
第
九
百
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□
□
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 



  
 

七

 
 

 
 
 

理 

由 

 

近
年
の
宗
教
法
人
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
及
び
現
行
の
宗
教
法
人
制
度
の
下
で
は
解
散
命
令
の
請
求
等
に
係
る
宗
教
法
人
の
財

産
に
つ
い
て
そ
の
隠
匿
又
は
散
逸
の
お
そ
れ
へ
の
対
処
に
は
困
難
を
伴
う
場
合
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
□
当
該
宗
教
法
人
の
財
産

の
保
全
に
関
し
特
別
の
定
め
を
す
る
必
要
が
あ
る
□
こ
れ
が
□
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
□ 


